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イギ リス木綿工業における問屋制度の研究
染 谷 孝太郎
1問 屋制度の意義
(1)問 屋制度の定義'
問屋制度(Verlagssystem,putting・outsystem)の歴史的 役割 について述べ る
前に,問 屋制度 とは いか な るものであ るか につ いてふれてお きたい。
問屋制度は,か な り古 くか ら存在 して いたが,一 般 的には;封 建制社会の解
体期すなわち資本 主義社会 の発生期 に,前 期的資本 の範疇 に所属す る問屋制商
業資本 による小商 品生産者支配 の制度,す なわ ち 「問屋制家 内工業」(支配の制
度)と して発生 した。
さらに,小 商品生産者が主体的努力 に よって(小)マ ニ ュフ ァクチ ュアを形
成するにいた ると,問 屋制商業資本は,マ ニ ュブ ァクチ ュアを支配す るに いた
り,問屋制度 は,「 問屋制 マニ ュフ ァクチ ュア」(支配の制度)に までたかめ ら
れる。
「資本の本 源的蓄積 」(UrsprUnglicheAkkumulationdes'Kapitals)が進行
し,さ らにマニ ュファクチ ュアの一般 的展開がみ られ るにいた って も,マ ニ ュ
ファクチ ュアは,自 己の技術的 ・経済的 劣弱性のために,小 商 品生産老 を排除
できないばか りでな く,小 商品生産者 を再生産 して,そ れ を 問屋制的 に支 配
し・利用す る方法 を とらざるをえない。・マニ ュファクチ ュアは,全 体的 にみれ
ば・近代産業資本 の範躊 に所属す るものであるが,封 建制社会 の解 体期 に発生
し・その制約の下で発展 した ものであるがため に,そ れは,プ リミテ ィブな近
代産業資本 と高度に発展 した前期的性格を持 った商業 資本,す なわち問屋制商
業資本の結合物 として あ らわれ るω。
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したが ってマ ニ 昌ファクチ ュアは,自 己の技術的 ・経済的 劣弱性 と自己 の問
屋制商業資本的側面の存在 に制約 さ れ て,小 商品生産者 に対 す る問屋制的支
配,す なわ ち外業部支配=「 資本主 義的家 内労働」支配 を行 なわ ざるをえ ない
(マニュファクチュアによる小商品生産者支配は,「資本主義的家内労働」支配であり,
問屋制商業資本による小商品生産者支配は,「問屋制家内工業」支配であるということを
銘記すべさである。 さらに前述したように,マ ニュファクチュアは,産業資本 と問屋制
商業資本の結合形態であるために,そ の支配は,「問屋制家内工業」 支配から 「資本主
義的家内労働」支配に完全に移行していないが,マ ニュファクチュアそれ自体が全体的
には産業資本の範疇に所属しているゆえに,その支配も 「資本主義的家内労働」支配と
い うことになる)。 ・
問屋制度は,マ ニ ュ7ア クチ ュアの存在 に とって も必要 不可欠 な存 在 なので
あ る。 さ らに工場制工業 の段階 において,完 全 な近代 化を進め る ことが で きな
か った 多 くの資本主 義諸 国において,問 屋制 商業資本 は,広 汎 に残存 し,そ れ
は,中 小 の 「近代 的マニ ュファクチ ュア」 や中小あ工場制工業,お よび小零細
工業(範 疇的には 「問屋制家内工業」)を特殊 に支配 ・収 奪す る制度 としての問屋
制 度を展開す る。
問屋制度は,元 来,問 屋制商業資本 あるい は問屋制 前貸人 が,一 方 に おい
て,小 商品生産 者 の孤立分散的存在 を利用 して,彼 らの生産物 の販売市 場を独
占し,他 方,資 本化 された貨 幣を排他的に所有 し,利 用 しなが ら,原 料 を一手
に掌握 して,原 料市場を独 占し,さ らに労働手段 につ いて も所有 して,そ れら
を小商 品生産者 に前貸 しす るこ とに よって,彼 らを下受 人(現 在の下請業者と区
別する)あ るいは下職人 に転化 して,主 として問屋 制前貸人 の商業的利益増大
のた めの搾取制度 としては じまる②。 この よ うに してたんな る前期的商人は,
「前貸問屋」 に転化 し,さ ら に 小商 品生産者 に対 す る支 配 をいっそ う強化し
て,彼 らを賃金労働者 にかえて,自 分 自身は,マ ニ ュグ ァクチ ュア 主 ないしは
工場主 に転化す る{3)。t
問屋制度 の下 において,問 屋制商業資本 の支 配の対 象 となる小商品生産(具
体的には,生 計維持の理念に基づいた家計補助的商品生産としての農民的生産 と手工業
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者的生産)は,支 配的 な経済制度 ではな く,封 建制社 会にお いて も,またあ らた
な経済社会であ る資本 主義社 会にお い て も,従 属的 な経 済制度 として存 立す
る。
その よ うな小商品生産が と くに広汎 に存在す るよ うにな ったのは,小 商品生
産それ 自体 の危機 がは じま り,拡 大す る時期 にお いてであ った。す なわ ち封建
制社会 の解体期 また は資本主義社会 の発生期におい て,単 純 商品流通 と単純貨
幣流 通が従来か らみ られた以上 に活発 とな り,さ らにそ こごこで資本家的 な商
品 ・貨幣流通がみ うけ られ る ようにな り,そ の中で領主や前期的資本 に よる土
地や生産手段 の収奪,お よびそれ らと結びつ いた マニュフ ァクチ ュア的収奪が
一般的 に展開 され る ようにな った時期,す なわち 「資本 の本源的蓄積 」期,お
よびそれ の一定 の発展 を前提 として登 場す る 「本来 的マ ニ ュ フ ァク チ ュア時
代」(eigentlichemanufacturperiode)においてであ った。
小商 品生産 は,従 属的な経 済制度 としてではあ るが,古 代奴隷 制社 会や中世
封建制社会に も存在 した し,ま た今 日の資本主 義社 会において も農業 や小零細
規模工業の基盤 として存在 してい る。 しか しそれ が もっとも典型的 かつ一般的
に存在 したのは,封 建 制社 会の解 体期,す なわち資本主 義社 会の発生 期におい
てであった。
前期的商業資本 に よる小商 品生産者 の前貸 的 ・買 占的支 配制度 としての問屋
制度 は,古 代奴隷制社会や 中世封建制社会 に も存在 した し,ま た前期的 な経済
諸要 因が近代 的な諸要 因 と特殊 に結合 していた多 くの資本主 義諸 国において も
存在 していた。 しか も資本主 義諸 国における問屋制度 は,い っそ う特殊 な性格
'をもった問屋制商業資本 に よる小商 品生産 者支 配,お よび中小 の 「近代 的マニ
ュファクチ ュア」や 中小 の工場制工業(これら2つの工業経営形態は,経済制度的に
は私経営的資本主義の範疇に所属する)支 配 の制度 としてか な り長 く存続 した。
しか しなが ら,以 上 の ような問屋制度 が もっと も典型的かつ一般 的 に展開 さ
れたのは,一 方 において前期的 商業資本 がその範疇 の中で い っ・そ う高め られ
て・問屋制商業資本 に まで発展 し,他 方 においてそ の支配 の対象 としての小商
品生産カミもっ とも典型的かつ一般的 に,し か も広 汎 に存在 し,問 屋制商業資本
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と結合 したマ ニ ュフユクチ ュアの存 立が小商 品生 産に よって支 え られ ざるをえ
なかった時期,す なわち封 建制社 会の解体 期あ るいは資本主 義社会の発生期 に
おいてであ った。言葉 をかえて言 えば,問 屋 制度 は,「 資本 の本 源的蓄積」期
お よび マニ ュファクチ ュア期 において,商 業資本 とくに問屋制 商業 資本 に よる
・ 工業支配(小 商品生産や中小のマニ三ファクチ ュア支配)の 制度 として もっ とも広
汎 に存在 した と言 い うる。
(2)問 屋制度 の歴 史的役割
問屋制度 が近代資本主 義の発生 ・発 展,マ ニュファクチ ュアや工場制工業の
発生 ・発 展に対 して進 歩的な役割 を果 したか,そ れ とも反動的 な役割 を果 した
かを検 討す ることは,産 業革命前 のイギ リス木綿工業 を具体的 に研究す るにあ
た って重要 な こ との よ うに思 われ る(こ こでの問屋制度の研究は,封建制度祉会の解
体期,と くに17世紀初頭から産業革命期 までの時期に限定して行なう)。
従来,問 屋制度 の歴 史的役割 を解 明す るにあた って,つ ぎの ような諸見解が
存在 した よ うに思われ る。
第1の 見解 は,問 屋 制度それ 自体 が どちらか と言えぽ,封 建的 な前期的 な も
のであ るとみ ることに対 して否定 的であ り,む しろ 「近代 的 ・資本主 義的」な
ものであ り,し たが って近代 資本主 義の発生 」発 展,あ るいはマ ニ ュフ ァクチ
ュアや工 場制工業 な どの近代的工業 経営 形態の発生 ・発展に とって進 歩的 ・促
進的役割 を果 した もの とみ る立場 であ る。
第2の 見解 は,問 屋制度が どち らか と言えば封 建的範疇 に所 属 し,近 代資本
主義の発生 ・発展,マ ニ ュフ ァクチ ュアや工場制工業 の発生 ・発 展 に とって反
動的 ・阻止的役割を果 した もの とみ る立場 である。 この立場 の人達 は,問 屋制
度 を申世的 な産業規制,と くにギル ド的規制 な どと密接 に関連 させて理解 して
い る。
第3の 見 解 は,封 建制社会か ら資本 主義社会への移 行過程に おけ る問 屋制度
の発展の時期 いか んに よって,産 業資本の発展に対 して阻止的 に作用 した り・
促進的 に作用 した りす る とい う立場であ る。すなわち イギ リス市民革命 以前に
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は,問 屋 制度 は,産 業資 本 の発展 に対 して阻止的に作 用 したが,市 民革命以後
には,そ れ に対 して促 進的 に作用 した とみ る立場であ る。 したが って市民革命
以後,急 速 に発 展 した木綿工業 の場合 には,そ こにおけ る産 業資本 の発展 に対
して問屋制 度が促進的役割 を果 した とす る立場 であるω。
問屋制度 が産 業資本 の発生 ・発展 に対 して阻止的 に作用 したか,そ れ とも促
進的に作用 したか を検 討す る場合,も っ とも重要 な ことは,問 屋制度が,あ る
いは問屋制 的支配 を展開す る商業資本 が 「資本 の本源的蓄積 」,す なわ ち 「生
産者 と生産 手段 との歴史的 分離 過程」 に対 して どの ように作用 したか,す なわ
ち どの よ うな歴史的役割 を果 したかを解 明す る ことで ある。そ の よ うな アプロ
ーチの方法 を と らないか ぎ り,も っ とも弾力的 な第3の 見解 をとった として も
問題を正 し く解 きあかす ことにはな らないであろ う。
問屋制商業資本 は,都 市 のギル ド的工 業規制の農村地 帯への拡大 政策,あ る
N・は織布工条令(theWeaver'sAct,1555)や徒 弟条令=職 人条令(AnActt・uch-
ingdiversforArtificers,Labourers,ServantsofHusbandryandApPrentices,
1563>の発布 ・施 行 に よる農村工業抑止政策(下 からのマニュファクチュア化1こ対
する抑止政策)な どに よ り,前 資本 主義的生産関係 を保守的 ・反動的 に保持 し,
さらに独 占や土地の囲い込 み,ま た17世紀以後 には重商主義的な植 民制度,国
債制度,租 税 制度,特 権的産業保 護制度 な どを利用 して,前 資本主 義的生産関
係を拡大す るこ とに努 力を集 中 し,こ れ らの基盤 に寄生 し,そ こか ら莫大 な
「譲渡利潤」(Verausserungspro正it,ProfitnponAlienation)を獲得す る ことによ
って,前 資本主 義的生産関係 を蚕食 ・荒廃 せ しめ,こ れを解 体 しなが ら,新 し
い資本主 義的生 産関係 を創造 す る。
ビ問屋制商業 資本 に よる問屋制 度 とギル ド制度を基礎 とした前資本 主義的搾取
土壌の拡大,そ れ に基づ いた小 商品生産 者か らの収 奪の強 化(さ らに小商品生産
者からマニュファクチュ『ア経営者あるいは産業資本への上昇運動の阻止)は,小 商品生
産者を,領 主的収奪 とあ い まって いっそ う窮乏化 させ,彼 らを賃金労働者に転
化させ,商 人 を産業資本 家た らしめ る㈲。 したが って本源的蓄積過程 における
問屋制度 は,下 か らの産業資本 の発 展を阻止す るこ とによって,上 か らの産業
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資本の発展を促進する歴史的役割を果すことになる。
問屋制商業資本は,前貸制度あるいは問屋制度の展開に よって,全 体的に
は,小 商品生産者を彼らの生産手段から分 離 し,生 産手段を一方的に所有し
て,前資本主義的生産関係の保持の努力にもかかわらず,それを蚕食して,好
むと好まざるとにかかわらず,資本主義的生産関係を創 り出し,マニュファク
チェアの下に集中的にあるいは分散的に賃金労働者を雇用することになる。こ
れこそ問屋制商業資本の,あ るいはそれによって展開される問屋制度の歴史的
役割である。
問屋制商業資本による,旧来からの何ら変らざる生産方法を用いていた小商
品生産者を,流通過程から外部的に支配する旧来からの仕方は,言葉をかえて
言えば,生産様式を変化させることなく流通過程での 「譲渡利潤」、拡大のため
の上からの保守的 ・反動的経済行為は,結果的に新しい生産関係の創出を促進
することになった。古い生産様式を守 り,新しい生産様式への移行を阻止しな
がら,よ り大なる 「譲渡利潤」を問屋制商業資本に獲得せしめるはずであった'
問屋制度は,小商品生産者を収奪して,彼 らを賃金労働者に転化し,封建的生
産様式を蚕食し,荒廃させて,好むと好まざるとにかかわらず,問屋制商業資
本を近代産業資本に転化させ,資本主義的生産関係の創出を促進することにな
っ た 。
(1)レ ーニ ンは,マ ニ ュ ファ クチ ュ ア の もっ と も特 徴的 な特 殊 性 は,「 商業資 本 と産
業 資 本 と のあ い だ の きわ め て 緊密 で不 可分 な 関連」 であ る こ とを 指摘 して いる。 マ
ニ ュ フ ァ クチ ュア にお いて は,そ の 経営 者 は,同 時 に商 人 と くに 「買 占人」 で もあ
る(マ ル クス ・レーニ ン主 義研 究所 訳 「レーニ ン全 集」 第3巻456-・457Pt)。
(2)KarlBUcher,DieEntstehungderVorkswirtschaft,Bd.1,1922,S.185.
(カー ル ・ビ ュ ッ ヒァ ー著,権 田保 之 助 氏 訳 「国民 経 済 の成 立」190頁)。 ビュ ヅヒ
ァー に お いて は,問 屋 制 度 が 「前貸 問屋 」 に よ る工業 支 配 の形 態 あ るい は制 度 とし
て 正 し く理 解 され ず,工 業 経 営 の歴 史 的 発展 の形 態 と して誤 って 理 解 され,さ らに
従 来 か ら言 われ て い るマ ニ ュ フ ァク チ ュ アに相 当す る もので あ る と考 え ら れ て い
る。'
問 屋 制度 は,事 実,マ ニ ュ ファ クチ ュ ア と絡 み 合 っ て存 在 して きた もの で あ為
が,け っ して マニ ュ フ ァ クチ ュ アに 相 当す る もの では な い。 イ ギ リスの よ うに マニ
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ユ ファ クチ ュ アが典 型 的 に発 展 す る以 前 に産 業 革命 をむ か えた ドイ ツに お い ては,
新 し く登 場 した マニ ュ ファ クチ ュアそ の もの を も問 屋 制 度 の 範疇 と して誤 っ て理 解
せ ざ るを えな か った の か も しれ な い。
問 屋 制 度 を一 般 的 に 研究 す る場 合,RayB.Westerfield,MiddlemeninEng.
lishBusiness.AlfredP.WadsworthandJuliaDcLacyMann,TheCotton
TradeandIndustrialLancashire1600--1780.E.Lipson,TheEconomic
HistoryofEngland,ll.F.Furger,ZumVerlagssystemalsOrganisationsform
desFrUhkapitalismus,BciheftzurV.f.Soz.・u.WG.,XI,1927,Einleitung
R.Liefmann,VberWescnundFormendesVerlags(derHausindustrie).さら
に大塚 久 雄 民 著「大 塚 久雄 著作 集」第2巻 「近 代 欧 州 経 済史 序説 」,同 氏 著 第3巻 「近
代 資本 主 義 の系 譜」,同 氏 著第4巻 「資 本 主 義社 会 の 形成」1,同氏 著 第5巻 」資本 主
義社 会 の形 成」五,宮 本 又次 氏 著 「日本 近 世問 屋制 の研 究」,同 氏 著 「続 日本近 世 問
屋制 の研 究」,堀江英 一 氏 「問 屋 制 度 の歴 史 的特 質」(「経 済 論叢」49の6)な どが あ ら
か じめ参 考 文献 と して必 要 で あ る;
(3)大塚 久雄 氏 は,「 産業 的 中産 者 層」の両 極 分解 に よ る近 代 産 業資 本 と賃 金労 働 者 の
形成 を主 張 しな が ら も,商 人→ 「前貸 問 屋」→ マニ ュ ファ クチ ェア主→ 工 場主 の発
展 の コース が存 在 した こ とを も明説 して い る。 ただ し 「資 本 の本 源 的 蓄積」 に関 す
'
る把握が欠如 して いると言わざるをえない。
(4)大塚久雄氏は,「大塚久雄著作集」第2巻 「近代欧州経済史序説」と くに第2編 第2
章において,問 屋制度(毛織物工業におけ る)が産業資本の発生 ・発展 にとって阻止
的な役割 を果 した ことを指摘 して いる。 しか し氏は,「大塚久雄著作集」 第3巻 「近
代資本主義の系譜」 第4に おいて,問 屋制度が近代資本主義のいかな る発展段階に
おいて も,産 業資本の発展 に対 して、 つ ね に阻止的 にのみ作用 して きたか と言え
ば,そ うではな くう む しろ,客 観 的事情,す なわち近代資本 主義の発展段階やその
構造の類型いかんにおいては,逆 に促進的に作用す る場合 も十分考え られ ると して
いる(「大塚久雄著作集」 第3巻186頁)。
氏は,問屋制度 について,以上 のように弾力的に考えているのであ るが,さらに「大
塚久雄著作集」第4巻 「資本主義社会の形成jlに おいて,中世 中期か ら産業革命期ま
での毛織物工業におけ る問屋制度 について,つぎの3つ の段階 に分けて考 えてい る。
①12世 紀か ら14世紀 までの都市手工業 ギル ドの経済外強制 に依拠 した問屋制度。
この場合の問屋制度 は,と うてい自生的に封建的なギル ド制度 を破砕 して,産 業資
本形成 への道を切 りひ らくよ うな性格'のものではな く,む しろギル ド的規制 としっ
か りと結 びっいて,封 建的支 配体制を維持 しなが ら問屋制商業資本 の利益 を増大 さ
せ るためのものである。 このよ うな問屋制度 は,「逆にf『下か ら』 の発展 に よって
ギル ド制 とも ども破 砕 し去 られ るべ きものであった。 そ うして事実破砕 された。」都
市手工業 ギル ドの利害の優先に基づいた 「禁制領域」(Bannmelle).の増大は,農
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村工業の発展 の展望を閉 したばか りではな く,問 屋制度のいっそ うの展開を も抑制
す ることとなった。
②14世 紀末か ら16世紀 にかけてのいわ ゆる 「封建制 の危機」 の時代 に蔓延を開始
し,17世紀の市民革命 期まで継続 した問屋制度。 この時期においては,と くに15世
紀以降のイギ リスにおいてみ られるよ うに,種 々のギル ドの合併 ・再編が行なわれ
て,商 人や織元が ギル ドの重役(1ivery)とな り,そ の問屋制支配下 の小親方達が
平組合 員(yeomanry)となるよ うな寡頭専制 的なギル ド制,す なわ ち新ギル ド制
=再 編 ギル ド制,い わ ゆるカンパー制 の下におけ る問屋制度が特徴的 であ る。 この
場合の問屋制 度は,都 市におけるギル ド制(=カ ンパニー制)の 民主化 とその無力
化,漸 次的な消失」 と,「農村地帯を も含めて全国民的規模に まで拡延 されたギル
ド規制=独 占体制 の廃止」 とによって,そ のよ りどころを失って崩壊する性質のも
のであった。
③ 市民革命 期か ら18世紀の最後の3分 の1期 には じまる産業 革命期 までの,ギ ル
ド規制 の無力化 と農村工業の発展の下 におけ る問屋制度。 この場合の制度は,市 民
革命 によるギル ド制の解体 ないし無力化の結果,ギ ル ド規制 とい う経済外的強制
の支柱 を失って,そ の組 み立ては,きわめて緩やか な もの とな り,それは,農 村工業
を地 盤 とす る 「下か ら」 の発展 を抑止する性格を示 さず,広 汎な産業資本(=マ ニ
ュ ファクチ ュア)と 共存 し,し か もそれの発展 を促進す る性格 をもっている。 この
よ うな時期においては,問 屋制度はいち じるしく発展 した。 しか しこの問屋制度 も
「産業資本 の初期的な諸形態 ともゼ も,18世紀末葉か ら産業革命の奔流 のなかに流
れ こみ,そ こで消失 して しま うことになる」(「大塚久雄著作集」 第4巻86-一・98fi)。
したがって大塚氏においては,産 業 資本の発展 に対 して阻 止的役割 を果 した問屋
制度は,イ ギ リスの市民 革命前の2つ の段階における新 ・旧のギル ド制に依拠 した
問屋制度であ り,逆 に 産 業資本の発展 に対 して促進的協 力的役割 を果 した問屋制
度は,市 民革命後の問屋制度 とい うことになる。
イギリスにおけ る木綿 工業 ・(ここでは ファスチャン工業)は,16世紀末ないしは
う
・17世紀初頭に発生 したわけであるが,市 民 革命 とくに名誉革命後 マニェ ファクチュ
アと して発展をみ るにいたった。・氏 の場合には,毛 織物工業において も,木 綿工業
において も,名 誉革 命後,問 屋制度 の封建 的性格が破壊 されて,産 業資本 の発展,
と くに下か らのマニ ュファクチ ュアの発展 に対 して促進的 ・協 力的になった として
いる。 さ らに氏は,木 綿工業の問屋制度にっ いて資本 主義的範疇の もの として理解
してい る。
氏 は,「 市民革命前 の毛織物工業 における問屋制度は歴史上マニュ ファクチュア
の,し たがって産業資本の成長 を阻止 し,し たがって,そ れが全面的に破砕 された
ところに始めて産 業革命 を指向す る産業資本 の躍進が開始 され る」(「大塚久雄著作
集」 第3巻189頁)とい うよ うに,問 屋制度を保守的'・反動的 ・阻 止的性格のものと
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して規定 して いる。 さ らに氏は,「 毛織物工業のばあいに比 して,綿 織物工業 にお
いては いわゆ る問屋制度 の支配が よ り広 汎であ り,ま た より強固であった と十分に
推定 されるば か りでな く,と りわけ,17世紀末か ら産業革命前夜 にかけて農村工業
を地盤に問屋制度の支配網がか えって ます ます拡 大 され,産 業革命に近づ くに従 っ
て独立の 『農村綿織布工』(大 体 毛織物工業 におけ る農村小織元に当るであろ う)
が ます ます独立性を喪失 してゆ くとい う,一 見前述 の見解 と正に逆 のよ うに見え る
史実が ほぼ確実 に指摘 され る⊥(前掲書190頁)としてい る。
氏 は,市 民革命後,と くに18世紀 ランカシャー木綿工業 の問屋制度における商人
は,「『問屋制前貸』 と並んで純 粋な 『商人』 としての営みを兼 ね具えていた ことは
前述 したが,ま さにその側面 において一 産業革命以後 の事情 に比べれば形態上萌
芽的で あるを免かれないが一 彼 らが明白に近代的商業資本 としての営み と性格 と
を示 し,さ らにまたその商業機能か ら分化 し切 らないままに,近 代的銀行資本 とし
ての営み と性格を示 していた」(前掲書205頁)としている。
氏におけるそのよ うな問屋制 商業資本は,「 独立の農村中小生産者」 との関係に
う
お いて は,彼 らか らそ の 製 品 を 購 入 し,さ らにそ れ を しか るべ き と ころに 売 り捌 く
とい う純 商人 的な 機 能 を展 開 し,さ らに 「『農村 の 織元 』 型 の近 代 産 業資 本家(マ ニ
ュ ファ クチ ュ ア所 有 者)」 との関 係 に お い て は,彼 らを商 業 的 に支 配 し,そ の独 立
性 を お びや か す とい う問 屋 制 的 な や り方 で は な く,む しろ正 反 対 に,そ の経 済 的 独
立 と産 業 資 本 家 的利 害 を前 提 と し,そ れ と利 害 を共 に し,「 産 業 資本 の利 害 へ の従
属」 とい うか た ちを と る(前 掲書205-206頁)。
氏 にお け る この段 階 で の商業 信 用 につ い て みれ ば,従 来 の問 屋制 度 の も とに お け
る信 用 授 与 の 順序 が 「輸 出商→ 問 屋 制 前貸 人→ 生 産 者」 であ るの に対 して,新 しい
信 用授 与 の 順 序 は,従 来 とは逆 に,「 生 産 者→ 卸 売 商→ 小 売 商」とい うこ とにな り,
「生 産 者 が 商 人 に信 用 を 与 え る とい う近 代 的 な商 業信 用 であ る」 とい うこ とに な る
(前掲 書206頁)。
大 塚 氏 は,二 度 にわ た る市 民 革 命 に よっ て,織 布工 条 令 な どに よ る農村 工 業抑 止
政策,都 市 の ギル ド的 工 業 規制 の農 村 地域 へ の拡延 政 策,買 占的 独 占政 策 な どの封
建 的,と くに 絶対 主 義的 経 済政 策 は,「基 本 的 にそ の 力 を失 い」,と くに1688年の名
誉 革 命 以後 は,「 単 な'る地 方 的 遺 制 と して 全 機 構 的 に は全 く無 力 な もの と化 し去っ
た」(前 掲 書189頁)と し,市 民 革命 を この上 もな く高 く評価 して い る。
しか し絶 対 主義 に とっ て あ ま り魅 力 のな か っ た ラン カ シ ャー木綿 工業 は 当時,
基 幹 産業 で あ っ た 毛織 物 工 業 とは 異 な り,最初 か ら絶 対 主 義の 規制 の 枠外 に あ って,
相対 的 自由 を 獲 得 して いた ことは,ワ ズ ワ ー スが指 摘 して い る通 りで あ る(Alfred
P.WadsworthanbJuliaDeLacyMann,TheCottonTradeandIndustrial
LancashireI600-1780,pp.54-70.)。した が っ て,市 民革 命 に よって,木 綿 工 業
に対 す る絶 対 主 義 的 規制 が い ち じる し く緩 め られ た と考 え るこ とは あ ま り正 し くな
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い。 む しろ市 民 革 命後,と くに18世紀 初 頭 以 後 産 業 革命 まで,イ ン ドや 中 国 な どか
らの綿 織物 の輸 入 が き び しく規制 さ れ た り,あ るい は禁 止 され た りす る よ うにな
り,さ らに木 綿 工業 にお け る国 内生 産 が規 制 され た り,輸 人綿 織 物 の 国 内使 用 が禁
止 され,問 屋 制 的 支 配 が毛 織 物工 業 に お け るよ りもい っそ う強 化 され た。 しか しそ
れ に もか か わ らず,綿 織 物 につ い ての 欲 求 は い っそ うたか ま り,ひ とび とは,「 イ
ギ リス織 布 工 の まだ 拙 劣 な試 作 品 を歓 迎 した」(PaulMantoux,TheIndustrial
RevolutionintheEighteenthCentury,p.205.(ポー ル ・マ ン トー 著,徳 増 栄
太 郎 ・井上 幸 治 ・遠 藤 輝明 諸氏 共 訳 「産 業 革 命」260頁)。
伝 統 的 な毛 織 物 や絹 織 物 の業 者 た ち の圧 力が 増大 した に もか かわ らず,外 国か ら
の綿 織 物 の 輸入 禁 止,国 内需 要 の増 大,木 綿 工 業 に お け る相 対 的 自 由 の存在,「 産
業 的 中産 者 層」 を 蚕食 した 問屋 制 支 配 の強 化 な どは,当 時 の イ ギ リス 国 内 の木 綿工`
業 を急 速 に 発展 させ る こ とに さえ な った。
(5)初期 の産 業 資本 家す な わ ちマニ ュ ファ クチ ュ ア経 営 者 は,自 営 農 民,同 職 組 合 の
多 くの小親 方,自 立 的小 手 工 業者,さ らに 賃金 労 働 者 や 徒弟 か らさえ も発 生 した が,
ゆ
この コース にお け る蝸 牛 的 歩 み は,15世 紀末 の地 理 的 大発 見 に よ っ て 創 造 された
新 世 界 市場 の商業 的要 求 に 照応 し うる もの では 決 して なか っ た(KarlMarx,Das
Kapitel,ersterBand,S.789(カー ル ・マル クス 著 「資 本 論」 長 谷 部 文雄 氏 訳 第1
部 下1142頁)。
また そ の コー スにお け る蝸 牛 的 歩 み は,ア メ リカに お け る金 銀産 地 の発 見,土 着
民 の 絶滅 ・奴 隷化 ・お よび鉱 山 へ の埋 没,東 イ ン ドにお け る征 服 と掠 奪 の 開始,ア
フ リカの商 業 的 黒人 狩 猟 場 化,す な わ ち 「本 源 的 蓄積」 の進 展 の過 程 に 照応 で きる
もので もな く,さ らに17世紀 以降 の 植民 地 制 度,国 債 制 度,租 税 制 度,産 業 保 護制
度 が 展 開 され る中 で 十 分 な対応 を示 す こ とは不 可 能 で あ った。
17世紀 末 か ら18世紀初 頭 以 後 に な る と 「本源 的 蓄 積」 は いっ そ う進 展 し,新 毛織
物 工業 にお い て も,綿 織 物 工業 にお い て も,生 産 や 流 通 に必 要 な 資本 の単 位 は,
産 業 革命 後 程 で は なか っ た と レて も,か な り大 き くな り小 商品 生 産 者 の勤 勉 と節 約
に よ る貨 幣 財 産 の資 本 化 を もっ て して は,そ れ を 補 い きれ な い もの.になっ て いた。
この点 にお い ては,時 期 的 な 若 干の ず れ が あ った と して も,土 地 囲 い 込 み が行 なわ
れ た農 業 の面 に おい て も,本 質 的 に は 異な る と ころが な か った。
2木 綿工業における強度の問屋制的支配の原因
一 羊毛工業と木綿工業との比較一
・ 木綿工業 における問屋制度 につ いて考 え る場 合,多 かれ少 なかれ,羊 毛工業
との比較を行 ないなが ら研 究をすす め るこ とが,そ れ につ いて理解 をい っそう
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深めるこ とになる ように思われ る。
労働手段,あ るいは固定資本が今 日の高度 に発展 した資本 主 義社会 の よ うに
重要な役割 を もたず,し か も 「本源 的蓄積 」に よって,「 産 業的 中産者 層」 の
貧窮化が この上 な く進 展 した産業革命前 の経済 社会 においては,彼 らの貧富 の
程度 と関係 した原材 料獲i得(購入)の 難 易度 と生産 された商品 の販売 の難易度
とが,問 屋制的支配が強 力であ ったか,そ うでなか ったかの,も っ とも重要 な
基礎の1つ とな っていた。
ヨークシ ャー(Yorkshire)においては,一 般的 には,粗 悪 な毛織物(Coarscr
cl。ths)の生産 に必要 な地方産 の羊毛原料が 容易に獲得 で きたので,織布工 は,
地方市場 で羊毛原料 を獲得す るにあた って,商 人 か らか な りの独 自性 を保 持す
ることが現実的 に可能 であ った。
さらに18世紀 には,通 常,織 布 工 は,遠 隔地 ではな く近隣のハ リフ ァクス
(Ilalifax),ウェークフ ィール ド(Wakefield),リーズ(Lecds)などの(毛)織
物会館 くc1。thhalls)の売場(stands)から,彼 らの商 品を商人 に売 ることがで
きたのでかな りの独 自性 を保持す ることがで きた。
このよ うに ヨークシ ャーの毛織物 工は,一 部 の高級原毛 を除 いて原料調達 を
地元で容易 に行 な うこ とがで き,さ らに生産物 を地元 で比較的容易 に商 品化す
ることがで きた ので,南 西部の毛織物工や ラソカシ ャー(Lar,cashire)の綿織物
工と異なって,相 対的に商人か らの支配 をあ ま り受 けず に経営活動 を継続 す る
ことが可能 で さえ もあった。
カニンガム(Cunningham)とドッブ(MauriccD・bb)は,ヨ・ークシ ャー地方
の毛織物工 が,他 の地方 に比較 して商人 か ら独立的 であ った理 由 として,現 地
の羊毛に容易 に依存す る ことがで きた ことをあげてお り,さ らに ドッブは,販
売が現地 で容易 に行 ないえた ことを もあげてい る{1、。
さらに重要 な ことは,ド ッブが指摘 してい ることとも関連 してい るが・生産
者が商人 に依存す るか否か は,生 産者 の経済的状態,す なわち彼 らの貧富 の程
度にかかっているのであ り,彼 らが貧 困であった とす るな らば,た とえ原料供
給地が近 く,し か も販売 市場が近 くとも商人 に依存せ ざるをえなか ったで あろ
12明 大 商 学 論 叢(204)
う。
ワズ ワv-一ス(Alfredp.Wadsworth)によれ ば,と くに北 部 の旧 来 か ら確 立 し
て い た羊 毛 工 業(olderestablishedwoo11enindustry)は,問屋 制 商 業 資 本 に ょ
っ て強 力 に支 配 され て い た木 綿 工 業 に比 較 して,原 料 の供 給 が制 限 され る こ と
が少 な く,し か も完 成 され た商 品 の販 売 市 場 も よ り広 汎 であ った とい う理 由か
ら,予 想 通 り,よ り緩 や か な組 織 く商人 による支配)を 示 して い た 。 さ らに羊毛
工 業 にお け る織 元(woollenclothiers)は,通常 一 方 の 商 人 か ら原 料 を獲 得
し,し か も他方 の商 人 に毛 織 物 を 販 売 しな が ら,両 方 の商 人 と信 用 関 係 を 保持
して い た②。 ・
羊毛 工業の場合 と比較 して,木 綿工業 の場合 には,大 塚久雄氏 も認 め ざるを
えない よ うに,「 いわゆ る問屋 制度 の支 配が よ り広 汎であ りまた よ り強国であ
った と十 分に推走 され るばか りでな くプ と りわけ,17世紀 か ら産 業革命前夜に
か けて農村工業 を地盤 に問屋制 度の支 配網がか え って ます ます拡 大 され,産 業
革命 に近 づ くに従 って独立のr農 村綿織布工』(大体毛織物工業における農村小織
元 に当るであろ う)が ます ます独立性 を喪失 してゆ くとい う……史実 がほぼ確実
に指摘 され る{3}。」
木棉工 業において,羊 毛工業 におけ るよ りも 「問屋制度 の支 配が よ り広 汎で
あ りまた よ り強固 であった」理 由は,・産業革命 前の木綿工業す なわち ファスチ
ャソ工業(fustianindustry)が原料の綿花 と麻 の調 達を容 易に行な いえない外
国 に依存 してy・た ことと,生 産 され た ファス チ ャン織C4}(fustians)を国内の遠
隔 地や外 国に販売 しなければな らなか った事情 に主 として依拠 していた ことで
あ る。
言葉 をかえて言 えば,原 料購買市場 と製品販売市場 における フ ァスチ ャソ製
造 業者の活動の難 しさ(そ の大部分は,彼らの経済的能力の劣弱性,遠隔地 との取引き
の未経験,相 場の急激な変動な・どによる)が,彼 らを して商人 とくに問屋制商業資
本 に依存 せ しめた ことになる。
清教徒 革命前 のマソチ ェス ター商人 は,麻 については,ア イル ラソ ドか ら調
達 し,原 綿 につ いては,ロ ソ ドソでキ プロス(Cyprus)産やス ミル ナ(Smyrna)
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産のもの を購入 して,マ ソチ ェス ターに運び,そ こでそれ らを生産者 に配分 し
て,各 種 の綿織物 を生産 させ,そ れ らを ロソ ドソに輸送 して,そ こで販売す る
とい う5当 時 としては,か な り広範 囲にわた る困難 な流通過程を担 当していた
樹。 当時 の ラソカシ ャーの半農 ・半工 の織布工 は,こ の ような流 通過程 におけ
る経済負担 と危険に うち勝つ能 力を持 ちあわせていなか った。
以上 の よ うに原綿 は,最 初,レ バ ソ ト貿 易諸 国か らロソ ドソを経由 してマン
チ=ス ターに輸入 され ていたが,その後,イソ ドや西 イ ソ ド諸 島の植民地(West
Indianco1。nies)や南 ア メ リカか ら輸入 され るよ うに な り,最終的には,ア メ リ
カ合衆国南部 か ら大量 に輸入 され るよ うにな った。 アメ リカ合 衆国南 部におけ
る奴隷制 の綿花植栽農園(cottonplantations)が発展 し,イソ ド綿 織物 の輸入規
制あるいは輸入禁止 と関連 して,マ ソチ ェス ターの木綿工業,い わゆ るフ ァス
チャソ工業 の原綿 需要 が増大す る18世紀初頭 になる と,原綿輸入 は,ロソ ドソで
はな く,も っとも地理的 に有利 な リバ プール(Liverpool)(6)を通 じて行なわれ
るようにな った。 また原綿 は,ホ ワイ トヘ ブソ(Whitehaven)やラソカスター
(Lancaster)を通 じて輸入 された。それ らの港 は,18世紀 か ら19世紀 にかけ て
西イソ ド諸 島 と重要 な取 引 きを持 った(7)。
またフ ァス チ ャソ工業 に とって重要 な麻 糸は,そ の一部分 がイソグ ラン ドと
スコッ トラソ ド内部 で生産 された。 ヘ ソ リー八世 の時代(こ の時代のイギ リスに
は,ファスチャン工業は存在 しなかった)に は,ア イル ラソ ド商人 は,マ ソチ ェス
ターと麻 糸取 引 きを行 ない,彼 らは,そ れ らをマ ソチ ェスターの住民 に信用販
売した。18世紀 においては,ア イル ラン ドは,大 陸諸 都市す なわちハ ソブル グ
(Hamburg),プレ・一・メソ(Bremen),ダソチ ヒ(Dantzig),カーニヒス ベル グ
(K6nigsbcrg)などとともに麻 糸の重要 な供給地 となった。
マンチ ェスタ ー地方 に関す るか ぎ り,そ こでは,イ ングラソ ド産 とス コッ ト
ラン ド産 の麻 糸は,ほ とん ど使用 されず,遠 隔地か らの ものが大部分使用 され
た。その うち最優秀 品は,アイル ラン ド産 の麻糸 であ った。ドイ ツとの麻糸取 引
きは,マ ソチ ェスター商人や そ この製造業者か ら注 文をえ よ うと努 めていた 国
際的な旅商人(travcllers)によって行 なわれ ていた。 しか も ドイツの商人 は,
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マ ソチ ェス ターに支店 を持 っていた。 またマンチ ェス ターの商人 自身 も麻 糸買
いつけの ため に ドイツにお もむいたc8}。
vン チ ェス ターの木綿工業 は,18世紀中葉頃 まで に,綿 製品を イタ リア,ド
イ ツ,北 ア メ リカ植 民地,ア フ リカ,小 アジア(AsiaMinor),Pシア経由で中
国 にさえ も輸出 していた⑨。 しか し税 関の記録 に よると,イ ギ リス木綿工業の
総輸 出額 は,1741年20,709ポン ド,1751年45,986ポソ ド,1764年200,354ポン
ドで,同 年 の羊毛工業 の輸 出額 の20分の1で あ り,木 綿工業 は羊 毛工業 た比較
して弱小産業 であ るにす ぎなか った㈹。
以上 の よ うに,当 時 の木綿工業 に とって重要 な原料 であ った原綿 と麻 につい
ては,大 部分 の原毛 の場合 とは全 く異な り,遠 隔地 ない しは外国か らはるばる
輸 入 され,複 雑 な流通経路 を経 て製造業者 に手渡 され,ま た綿製 品の販売 につ
いて も,当 初か ら国内ばか りではな く,諸 外 国に輸 出 されていた とい う国際的
性格 を もっていた。 この ことが木綿工業 が商業 資本 に強 く依存 せ ざるをえなか
った重要 な理 由の1つ であ り,さ らに木綿工業 の生産者 が原料調達 と製 品販売
を 自分 の力で直接行 な いえず,商 人 に依存 し,し か も木綿工 業におげる問屋制
度を作 り出す重要な原因 の1つ であった。
17世紀 の木綿工業 におけ る労働 手段 の比 重は,労 働対 象であ る原綿や麻 に比
較 して,全 くとるにた りないものであ る。す なわち織物生産用 の手統櫛(hand
card)は数 ペソスであ り,紡 車(spinningwhcel)は1ペソスそ こそ こであ り,
手織機(handlo・m)は6-12シリソグ程度 であ った。 したが って当時の木綿工
業 においては,徒弟年季奉公 の期間 の拘束 以外 に,経済的 な面か らすれば,織 布
工にな るための制約はほ とん ど存在 しなか った{11}(ただし仕上工程においては,技
術的にみてもかなり複雑であり,比較的多 くの資本を必要としたので,紡 績工程や織布
工程 と同等に扱 うことはできない。 また18世紀になると,産業革命前であっても各工程
における技術的水準は発展 し,道具にさえも多くの資本を必要とするようになった)。
それ に対 して原料 は,かな り割高で,きわめて価格 が不 安定 で,一 般織布工に
とっては,そ の買取 りは,きわめ て経済的 に負担 にな り,しか も危険 な ものであ
った。原綿 の よ うな原料 の場合 には,そ の供給 は,制 限 されてお り,し かも断
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続的であ り,そ の価格は,非 常に動揺 しや すい ものであった。 その取 引市場 は
大都市 において,大 規 模 な購買活動 を行 なっている商業資本家 の操作 に よっ
て,き わめて左 右 されやす か っだ12。
その実例 を示 せばつ ぎの通 りであ る。yellowcottonは,1681年には 梱11
ポン ドであった が,1682年3月には9ポ ン ドに下落 し,同 年6月 にはさ らに下
落して8ポ ソ ド10シリングに までな った。 その後価格 は,ま もな くして11ポン
ドに上昇 した。 しか し1683年11月までにその価格 は,再 び8ポ ン ド10シリソグ
tc下落 し,1684年には7ポ ソ ド5シ リソグ,1685年9月にはつ いに6ポ ソ ドに
まで下落 した{13。.
この よ うな ことか ら,原 綿取 引は,資 力の乏 しい生産者 に とって きわめて危
険なもの とな った。そ こで原綿 お よび ファス チ ャソ織 の商人(cottonandfustian
dcalers)は,原料 を購入す ることを希望す る生産 者に信 用貸 しした り,そ れ と
関連して生産 された製 品を販売せん とす る生産者に対 して,と くに強 力な地位
を持つにいた った。 したが って生産者 の商人へ の依存は,い っそ う増 大 して,
17世紀 の最後の20年間 に,木 綿工業 におけ る問屋制度は よ り強力 な もの となっ
た。原料供給地 と販売市場 が遠隔 である場合 には,生 産者 は,そ れ らの地域 と
自分の作業場 との間 の運搬 のた めに多 くの時 間 と費用 を必要 とす るにいたる と
同時に,全 く未経 験な ことともかかわ りを持 つ ことにな るので,い ち じる し く
危険が増大す る。ご 般的 には,生 産 者の代表 であるかな り富裕 な織布工 で さえ
も,それ らの流通活動 を担 当する能 力を持 たない。 そ こで遠隔地か ら生産者 に
原料がつつがな く配分 され,生 産 された商 品が市 場に安 全に運 び出 され るため
には,流 通機構 ・信用 機構 ・輸送 機構(道路,運 河,荷馬車,運搬制度などを含む)
の整備が必要 にな って くる。 またそれ らを担 当す る専門の商人 が要所要所 に階
層的にあらわれ る ことが不可避 的 とな るω。 商人 に よって階 層的 ・組織的 に編
成された問屋制度 が必要 とな る。
さらに ウース テ ッ ド(W・rsted)のような新織物(ncwdrapery)を生 産す る
工業の場合 も同様 であ るが,(ラヤ スチ ャソ工 業の場合 も,「 本 源的蓄積 」がか
なり高度 に進展 し,同 時 に資本主義的蓄積が進行 して いる段階 に登場 した関係
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上,資 本に よる生産者 の支配 が最初か ら強 く,流 通過程 におけ る商人の支配が
強 か った ことは もちろんの こ と,生 産過程 において も,多 くの生 産者 に対す る
商人 もし くはそれ と関 係 した大製造業者 に よる支配 が,旧 毛織物工業 の時代 よ
りもは るか に強か った。
と くに本源 的蓄積 と資本主 義的蓄積 の いっそ う進 んだ産業革命前 の18世紀に
おいては,前述 した原料市場や販売市場 の ことも重要 で あるが,さらに精巧な道
具 な どがそ こごこにあ らわれ,か な り高度の技術 と設備 とを必要 とす るよ うに
な り,徒 弟 か ら職人,あ るいは職人 か ら小親 方,さ らには小 マニ ュファクチ ュ
アの経営者 にな りえた生産者 で も大 資本 の所有者 である商人 に従属せ ざるをえ
な くなる。 この よ うな状 態は,17世紀 よ りも18世紀 に,さ らに産業革命が近づ
くにつれ てい っそ うはげ し くな る。 ここに問屋制度 のあ らたなる展開をみ るこ
とになる。.
伝統的 ・先進 的な羊 毛工業 においては,小 商品生産者 の長期間 にわたるマニ
ュファクチ ュア経営者 への 自生 的展開が あ る程度可能 であ ったか も し れ ない
が,後 進 的な木綿工業 においては,以 上 で説明 した よ うな諸原 因 と先進的繊維
工業 の圧 力な どに よって,小 商品生 産者や小 マニ ュファクチ ュア経営者 は,最
初 か ら商人 の前貸 的支 配の機構の中に編成 され ざるをえない運命 にあった。こ
の よ うな状 態は,産 業革命期 にむけ ていっそ う徹底 した もの とな る。
木綿工業 にお いては・問屋制度は,主 に以上 の よ うな理 由に よって・産業革
命前 の 「本源 的蓄積」期 お よびマ ニ ュフ ァクチ ュア期 において,マ ニ ュファク
チ ュア と絡 み合いなが ら強 力に作用 していた。 それ では,木 綿工業以外 の他の
繊維工業 においては,生 産 者 に対 す る商業的支 配→前貸的支配→ あ る い は 問
屋制度的支 配が存在 しなか ったであ ろ うか。羊毛工業 な どの繊 維工業 において
は,木 綿工業程 ではなか った として も,や は り生産者 に対す る問屋制的支配が
存在 したのであ り,領主 やその他の土地所有者 に よるばか りではな く,商 人に
よる 「本 源的蓄積」が行 なわれ ていたのであ る。
重要 であ る と思われ るので,vサ イアス(PeterMathias)の羊毛 工業 における
問屋制的支配 に関す る見解を 引用すれ ばつ ぎの通 りであ る。す なわち 「ウェス
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ト9ラ イデ ィングを除 くあ らゆ る衣 料製造地 域 にお いては,実 際 の製造 業者は
ほ とん ど独立性 を もたず,商業上 のイニシ ャテ ィブ もな く,資本 もわずか な もの
であった。 イン グラソ ド西部 の衣 料製造地域(ウ ィル トシャー,サマシ ト,エクシ
タ),ノー リッチ の衣料製造地域(ヨ ークシャーの)ブラ ヅ ドフ ォー ドの硫 毛織物
地域,ノヅテ ィソガムの靴下 お よび レース製造地域 では,生産を組織 し生 産のた
めの資本 を所有 す るのは,織元 あ るいはr前貸問屋』であ り,または織物商人 や メ
リヤス商人 であ った。靴 下編機や ジ ャカー ド織機 は資本設備費用を(目立たぬ額
ではあるが)増 大 させた。そ の結果,r製造業者』 に対 す る商人 資本 家 であ る機械
賃貸業者 の支 配力が強 まってい く。市場 は きわめ て特殊化 された ものであ る う
えに,遠 隔地 にあ るこ とが多 く,その市場 の要求 に通 じている商人た ちのみが,
生産を効果的 に組織す る ことがで きた。原料の産地 はまちまちで あ り,し か も
長期にわた って まえ もって購入 す る必要 があった し,品 種別,等 級別に保存 し
なけれぽな らなか った。 この ような こともまた,商 業的視野が広 く,資 本 お よ
び信用への接近 が確 実 な者に よってか な り大規模 に行 なわれ る必要があ った。
資本はおおむね原 料在庫 品,完 成品,r配 送中 の』 商品 とい う形態で所 有 され
てお り,設備 の形態では ほ とん どなか った。で あるか ら,コ ス トとはおおむね
原料の費用 と労 働力の費用であ って,作 業が行 なわれ ている工場設備や機械や
建物を維持す るため の 『間接』 費 には きわ めてわずか しか含 まれ ていないので
あった。 この ように して,商 人は生産 の全過程 を通 じて必要 な資本を管 理 して
いたのであ る。彼 は生産 の一連の工程 のあいだ 中ず っ と原料を所有 してい るこ
とが しば しばあ った し,紡 績 工や織布工 に対 しては,独 立 の事業家た る彼 らか
ら糸や織物 を買 うのでは な く,む しろ彼 らの労働 に対 して支払 いを行 な うので
あった。彼 は ときには何百 とい う下請 けの家族 に機械や靴下編機を賃貸 してい
た。 この ように,工 場制度を特徴づ ける ような所有構造は,実 際には近代技術
の発展をみる以前 に も,イ ギ リス のある地域では存在 していたの であ る。
ヨークシ ャーの ウェス ト・ライデ ィソグのハ リファクス(Halifax)地方 では,
織布工や紡績工は大部分れっぎとした独立の親方であったようである。彼らは
紡ぎ車や織機を所有し,羊毛や毛糸を買い入れ,織 りあがった反物を毎週毛織
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物市場へ持 ってい って商人 に売 るの であるがう彼 らは 自分 たちが売 る織物 の所
有 者 としてその商人 に対 す るのであ る。 ある意味 では,ウ ェス ト・ライデ ィン
グの諸都市 に建 て られた毛織物市場 は,小 親方一 彼 らもまた雇用階級 であっ
た に して も一 を基盤 とす るこの生 産構造 の象徴 であ った。 この種 の生 産構造
は,ラ ソカシ ャーの綿業 の特徴 で はまった くなか った。 しか もハ リフ ァクス地
域 にお いて も,こ の小 親方はそ の小 さな仕 事場 で労働者 を雇用 していた し,さ
らに,縮 絨,染 色,仕 上 げな どの諸工程 は よ り資本主 義的 な基盤 の上 に組織 さ
れ てお り,仕 上げ済みの織物を販売す る商人 た ちに よって支 配 され てい るのが
普 通であ った。 ここで もまた重要 な位 置を 占め るのは,資 本 を もってい る者,
費用のかか る設備 と原料 とを用 いて大 規模 に営 まれなければ な らない生産工程
を支配す る商業上 のイニシ ャテ ィブを持 っている者 であ った腕 」
また モ」 リス ・ドヅブもヨークシ ャーの一部 の地域 を除 いて,木 綿 工業にお
いても,羊毛工業においても,織布工などの生産者はあらゆる面で独自性を持
つ ことがで きず,商 人 あ るいは 「資本家的雇 主」(capitalistempioyers)が彼
らを問屋制的 に支配 していた ことを指 摘 してい る。す なわち 「ラソカシ ャーの
木綿紡績 業や織布業 では輸入原料 の面で貿易 に依存 してい る関係上,マ ソチェ
ス ターの チ ェザ ム家 の よ うな資本家 は,こ の産業 の創生 期か らか な り支 配的な
勢力を もっていた。17世紀 までの西南地方 の毛織 物生産 も同様 であって,ここで
は資本家織元 は 『原料 を所有 してお り,そ れゆ えに継 起的諸工程 の生産物を所
有 し』,他方,rこ の生 産物の加工 の諸工程 を担 当して い るひ とび とは,見 かけ
上 の独立に もかかわ らず雇主 に奉仕す る賃労働 者にす ぎなか った。』同様に,ノ
ー リッチで も織元はrジ ェン トル マ ソの風を して剣 を帯 びた』rほ ん と うの貴
族』 であ った。 しか し,コ ーツワル ド丘 陵地帯 とウ ィル トシ ャーの工 業 の場合
には,原 料 を容易に入手 で きない ことがそ の理 由であ った とはほ とん どいえな
い。 む しろ,な し うる説明 は,(ウ ィル トシャーの場合にっいて述べられているよう
に)r(毛織物)を ロソ ドンにあ る遠い市 場 に運 びだすための時間 と費用 とが独立
の小織布 工 に不利を もた らし,結 局 かれを して毛織物を市 場にだす織元 の支配
に完全に屈服 させ る こととな った』 とい うことだ。 さらに,ヨ ークシ ャ⊂ の羊
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毛マニ ュファクチ ェアの場合には,お そ らく,原 料を入手す るのにかな り遠 く
まで,(たとえぽ,そ の地方で長い繊維の羊毛を買うためには,リ ソカーソ州まで)'行
かねばな らなか った とい う理 由で,そ れは,は じめか らかな り大 きい資本家的
雇主に握 られていた㈱。」
マソ トー も ドッブが指摘 してい る ような事実,す なわち木綿工業ばか りでは
なく羊 毛工 業にお いて も,か な りの商人支配,と くに問屋制的支配 の存在 して
いた ことを述べ てい る。 すなわ ち 「西南部地方 の諸州において,商 人織元 は,
ときには 『商人一製造業者』 とい う暗示的な ことばで よぼれ る こともあるが,
このばあい は製造工程 の発端か ら干与 してい る。 かれ らは原 毛を購入 し,そ れ
を自己計算 で,刷 整,紡 続 織布,仕上げをお こなわせ る。原料を所 有 し,した
がってつ ぎつ ぎに形態 は変化す るにせ よ,製 品を所有す るの もかれである。製
品は多 くのひ とび との手をへ 変形 してゆ く。この とき,これ らのひ とび とは,外
見上は独立性をた もつ に して も,も はや経営者に奉仕する労働 者にす ぎない。」
「『商人一製 造業者』 の経済的勢力が発展 したのは,と くに西南地方 の諸州に お
いてであ った。そ の勢力 の本拠 は フPウ ム(Frome)やテ ィヴァタソ(Tiverton)
のような小都市 で,そ こか ら周辺 の村 落や全地方 に伸張 してい った。 しか しこ
の点か らみ て,西 南部 が まった く独 自の地域をな していたわけではない。 ヨー
クシ ャーで も,ハリファクス教区 では,小製造業者 の独立がほ とん ど完全 に維持
されていた が,こ こか らわず か離 れたブラ ッ ドフ ォー ド地区は,こ れ とは反対
に,織元 の支 配下 にあ った。jrイギ リス東部地方一 と くに ノーブ ォークにお い
て,硫 毛工業 が優位を しめていた。 したがって,そ の地方 には,資 本主義形成
にもっとも有利 な諸条件 が存在 していた。 さ りとて,資 本主義的企業 の発展が
西南部諸州 よ りもは るかに急速で,完 全 だった とは思 わない。 われ われ は ノー
フォーク地方 には,ま った く特殊 な中間商人 の階級 が存在す ることだけ注意 し
ておこう。……そ のあ との製造工程 は,西 南地方 とお な じく,織 元 の掌中にに
ぎられる。織元 の勢 力は,かれ らの しめ る位置か ら判断で きる。 ノー リッチで織
兀はほ とん どの貴族 階級をな しピ お り,ジ ェソ トル マソの よ うにふ るまい,帯
剣している。 …… この織元 は製造業者 とよばれ るが,か れ らは なに よ りもまず
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商人 であってうそ のい となむのは製造 ではな く,購 入 と販売 であ る問。」
以 上の ところであ きらか な よ うに,マ ソ トーは,「 ハ リフ ァクス教区では,
小製造業者 の独 立がほ とん ど完全 に維 持 されて いた」が,そ の他 の地域 におい
ては,生 産者 に対す る商人 に よる問屋 制的 支配が一般的で あった ことを指摘 し
'
てい る。eドッブも,マソ ト・一の考 え方 を継承 して,ヨークシ ャーで の一部 の地方
では,「織布工 は しば しば地方 市場で必要 な羊毛原料 を買入 れ,(商品を18世紀に
は,通 常,ハ リファクス,ウ ェークフィール ド,リ ーズの毛織物市の売場台から)商
人 に売 るこ とに よってか な りの独立性 を もっていた」が,そ の他 の重要 な地域
の繊維工業 においては,商人 に よる生産者支配 が圧倒的 であった と考 えている。
マサ イアス の指摘 が もっとも明確 であ った と思 うが,ハ リファクスの羊 毛工
業 の一部 の生産工程 を除 いて,木 綿工業 においてばか りではな く,他 のいかな
る地方 の繊維工業,と くに羊 毛工業 において さえ もト生産者 と くに小 商品生産
者の独立性は保 持 されずうむ しろ彼 らの商人 への従属 が一般 的であった。文字
通 り独立 の親方 もし くは小 商品生 産者 に よる仕事場は,「本源 的蓄積 」の進行に
よる彼 らの貧困化 とともに次 第に減少 し,ほ とん ど存在 しな くな り,商 人に よ
る支配 ない しは問屋制的支配 が一般的 となる。
17世紀 まで,な ん とかその独立性を保持 しえた 「産業的 中産者層」は,18世
紀 には,よ りい っそ うの土地囲 い込み と問屋制的支配が進展 して,急 速に貧窮
化 した。そ して彼 らの原料購 買市場や商品販売市場 の状態 とか,販 売 日や代金
の支払 日とかに影響す るほ んの些細 な不 利 な事情 さえ も,彼 らの立 場をいっそ
う不利 に した。
`
この よ うな状態 においては,自 前 での原料 の獲 得 と商品の販 売は,い かなる
業種 の繊維工業 の生 産者 に とって も不可能 にな り,富 裕 な生産老 のマ ニ ュフア
クチ ュアへの上昇は 当然存在 した として も,大 多数 の生産者 は,商 人 の営むマ
ニ ュフ ァクチ ュアの賃金労働者 になる以外 になか った。主 として,生 産者 の原
料獲得 の困難 さ と販売 の困難 さとが,彼 らの貧 困状態に よっていっそ う倍加さ
れ る とき,問 屋制度 は隆盛を きわめ るのであ り,マ ニ ュフ ァクチ ュアと絡み合
い,そ れ に奉仕 しなが ら,産 業 革命 へ の方 向を辿 るのであ る。
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さ らに ドッブ は,「 どの 程度 に家 内生産 者 が 従 属 して 行 くか を決 定 す る重要 な原 因
は,お そ ら く原 料 の供 給 源 に近 いか 遠 い か とい う こと よ りも,む しろ,生 産 者 自身
の経 済 的地 位 で あ らた だ ろ う」 と指 摘 して い る。
〈2)AlfredP.WadworthandJuliaDeLacyMann,ThcCottonTradeand
IndustrialLancashire1600-1780p.39.,羊毛 工業 にお いて は,主 と して本 文 に
お け る よ うな理 由 か ら,木 綿 工 業 にお け る よ りも問屋 制 支 配 が緩 や か であ った こ と
を指 摘 す る こ とは正 しいが,そ こ にお け る問 屋 制 支 配 と 「本 源 的蓄 積」 の進行 の存
在 した 事 実 を無 視 す るな らば,重 大 な誤 りをお か した こ とにな るであ ろ う6
伯)大 塚 久雄 氏 著 「大塚 久 雄 著作 集」 第3巻190頁 。
・【4)フ ァス チ ャ ン織 の生 産 はyア ー ク ライ ト(RichardArkwright)の水 力紡 績 機
(water正rame)による綿 糸の縦 糸生 産 が 可能 に な る まで続 行 され て いた。 着 色 さ
れ,あ るい は 捺染 され た 純 綿 織物(縦 糸,横 糸 と もに綿 糸 が使 用 され て い る)の 生
産 は,1774年に アー ク ライ トの要 求が いれ られ る ま で禁 止 され て いた。 それ までは
綿 織物 と いっ て も麻 と綿 の交 織布 地 であ っ た。1774年ア ー ク ライ トの要 求 で,ジ ョ
ー ジ三 世 第14年法 律 第72号(14GeorgcHLc .72,)の施 行 に よ?て,本 来 の綿 織
物 の生 産 が イギ リス 国 内 で合法 化 され た(PaulMantoux,ThcIndustrialRevo-
lutioninthcEighteenthCentury,p.208.(ポ・一ル ・マ ン トー著,徳 増 栄太 郎 .
井上幸 治 ・遠 藤 輝 明 諸氏 共訳 「産業 革命」262頁)。
ファ スチ ャ ン織 は,縦 糸が麻,横 糸が 綿 か らな っ て いた。 産業 革 前の ヨー ロ ッパ
に お いて は,綿 に よ る強 力な 縦 糸 の生 産 は,技 術的 に 困難 であ っ た こと と,羊 毛工
業や 絹 工業 か らの圧 力 な どに よっ て(イ ン ド綿 布 の輸 入 が規 制 され,あ るいは禁 止
され て いた こ とは もちろ ん の こ とで あ るが),'純 綿 布 の生産 や 染 色 され た純 綿 布 の
生 産 も規制 され た り,禁 止 され た りして いた。
ファス チ ャ ン織 は,ド イ ツにお いて は,barchentと言 われ て い た。 ボ ンバ ジ ン
(bombazinc,bombasine,bombasin)は,イギ リス に おいて は,一 般 的 には,生
糸を織 り混ぜ た 織物,と くに 絹 毛 混織 布 地 の こ とであ った が,18世 紀 の初 頭 の大
陸諸国 と くに フラ ンスで は,は っ き りと麻 糸 と綿糸 との交 織 布地 の ことであ っ た
(AlfredP.WadsworthandJuliaDcLacyMann,op.cit.,pp.114-115.)。
今 日,産 業革 命前 にお い て,綿 織 物 とい う場 合,大 部 分が フ ァ スチ ャ ン織 の こ とで
あ る ことを銘 記 す ぺ き であ る。ノ
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諸 氏 共 訳5前 掲書258頁)。
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す ぎな か った。 や がて そ の河 口周 辺 で商 取 引 きが行 なわ れ る よ うにな り・ そ こにア
イル ラ ン ド商人 が 毛糸 を 持 って くる よ うにな り,そ の毛 糸は,マ ンチ ェス タ ー周辺
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た(PaulMantoux,op.cit.,p.110.(前掲書 和訳127頁))。
(7)GeorgeW.Dariiels,ThcEarlyEnglishCottonIndustry,pp.57-58.
(8)GeorgeW.Danicls,op、cit.,pp.58-59.
⑨W.Radcllffe,OrlginofPowerLoomWcaving,pp.12,131-133.
Pa>・Edw・・dB・ines,・p.・it.,P.1215.Arn・1d.T・y・bee,T・y・bec'・1・d・・t・i・l
Revolution,p.50.(アー ノル ド・ トイ ン ビー著,塚 谷 晃 弘 ・ 永 田正 臣諸 氏共訳
.「英 国 産 業革 命 史」38頁)。
al)AlfredP.WadsworthaitdJuliaDe'LacyMann,op.cit.,p.49.
聞AlfredP.WadsworthandJuliaDeLacyMann,op.cit.,'p.36.
⑬AlfredP.Wadswo}thandJuliaDeLacyMann;op.cit.,PP、76-77・
(215)イ'ギ リス木 綿 工業 におけ る問 屋制 度 の 研究23
胸 琴 野 孝氏 著 「イ ギ リス産 業 革 命史 研 究」2頂 。
㈹PetcrMathias,TheFirstIndustrialNation,pp.126-一・- 8.(ピータ 一ー ,・マ
サ イ ア ス著,小 松芳 喬 氏 監 訳 「最初 の 工業 国 家」135-一・137頁)。
㈹MauriceDobb,op,cit.,pp、148-149.(モー リス ・ ドヅブ著,京 大 近代 史 研
究 会 訳,前 掲 書210頁)。
㈹PaulMantoux,oP.ciL,pp.63,67-68.(ポール ・マ ン トー著,徳 増 栄 太 郎 ・
井 上幸 治 ・遠 藤 輝明 諸 氏 共 訳,前 掲 書59頁,63-64頁)。
(問屋 制 的 支 配機 構 とそ の構成 諸 要 因 の研 究 につ いては つ ぎの研 究 論 文 に譲 る)。
人
